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総合相談事業 地域の居場所づくり 出前講座

まごころドライブの実施 高齢者の外出支援事業
買い物支援事業

日常生活自立支援事業

令和５年度　斑鳩町社会福祉協議会決算報告

収入決算額　85,480,845　円

　 

 1      会費収入　　　　　　　　　　　 718,500

 2      寄附金収入      　　　　　　　544,344

 3      経常経費補助金収入 　　　  32,020,585

 4      受託金収入 　　　　　　   13,249,721

 5      事業収入 　　　　　　　　  396,346

 6      負担金収入                                      0

 7      受取利息配当金収入 　　　　　  17,530

 8      その他の収入 　　　　　　　　　48,000

 9      基金積立資産取崩収入   　　   17,456,580

10     拠点区分間繰入金収入              5,383,298

11     サービス区分間繰入金収入    1,147,800

12     前期末支払資金残高            14,498,141

支出決算額　85,480,845　円

　 科目 　　　　　　　　　   金額（円）

  1

  2

  3

  4

  5

  6

  7

  8

  9

  10

40,445,850

5,586,677

 3,641,642

2,657,629

1,321,450

6,500

10,036,635

4,433,858

2,196,765

15,153,839

人件費支出 

事業費支出

事務費支出

共同募金配分金事業費

助成金支出

負担金支出

基金積立資産支出

拠点区分間繰入金支出

その他の活動による支出

当期末支払資金残高

　 科目　　　　　　　　　           金額（円）

令和５年度　斑鳩町社会福祉協議会事業報告
　斑鳩町社会福祉協議会では、第６次発展・強化計画に基づき、「みんなで考え、みんなで目指す、豊かなまち
づくり」をスローガンとして、行政や関係団体にも活動への参加・協力をいただきながら取り組みを進めました。

さまざまな悩みや心配事につい
て、誰もが気軽に相談できる窓
口として総合相談窓口を設置し
ています。令和５年度からは、
総合相談のひとつとして「みん
なの居場所」も開催しました。

地域の身近なところにある、介
護予防や地域の居場所となるサ
ロン等の取組づくりの支援を行
いました。

福祉について身近に学んでもらう
ために、職員が講師として出向き、
事業の説明や専門的な知識を活か
した講座を行っています。
　また、令和５年度では町内の小
学校や中学校でも出前講座を実施
しました。

家庭で使われずに眠っている食料
品や生活用品を持ちより、必要な
人に届ける取り組みです。
集まった物資は、町内の困りごと
を抱えている子育て世帯の支援等
に活用させていただきました。

町内に居住される高齢者や障害
のある方を対象に、外出の支援
として「生き生き号」を運行し
ました。
買い物の支援として「買い物支
援事業」を実施しました。

高齢者や知的・精神障害のある方
を対象に、自分ひとりの判断では
不安のある方が、
安心して地域で
生活ができるよう
に支援しました。
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▲福祉員のみなさまにつながりワーカー
　養成講座をご利用いただきました

第48回
斑鳩町社会福祉大会を
開催します

ほのぼのネットワーク「錦和会」

一日里親会を
開催しました

地 域 の 活 動 紹 介

日　時　令和６年９月７日（土）
　　　　午前１０時～１２時
場　所　斑鳩町総合保健福祉会館
　　　　（生き生きプラザ斑鳩）
参加費　無料
内　容　表彰　社会福祉推進功労者
　　　　大会宣言

　町在住のひとり親家庭の小・中学生を対象にし
た一日里親会を開催しました。
　社会福祉協議会の中西会長を一日里親として、
子どもたちに楽しい夏の思い出づくりをしてもら
う事業です。
　２０名の小・中学生が参加し、三重県にあるお
やつタウンにて、巨大なジャングルジムやアスレ
チックコースなどのアトラクションやゲームを楽
しみました。

　斑鳩中学校の南に位置する錦ケ丘地区では、小
地域福祉会が、気になる世帯への声掛け・見守り
活動や地域の自治会館でのサロン活動や介護予防
の活動を行っています。また、定期的に福祉員が集
まり、情報交換や研修会なども実施されています。
　他にも、地域の老人会と協力して、事業者に依
頼するほどでもない、ちょっと（一寸）した困り
ごとを助ける生活支援活動「一寸お助け活動」に
も取り組まれています。
　「お互い様」の気持ちで助け合い活動に取り組
むことで、地域の活性にもつながっています。

９月７日（土） ７月２2日（月）

講師　園崎 秀治　氏
（オフィス園崎代表）

講演
「防災・減災に向けて、
地域で取り組めること」

▲認知症予防サロン（笑いヨガ）

第一地所地区福祉会
　JR 法隆寺駅の北側にある、第一地所地区では、
小地域福祉会が日常生活や家庭環境など気になる
世帯への声掛け・見守り活動を行ったり、親睦の
集いやバスツアー、自治会・子ども会・福祉会の
共催で餅つき大会を実施し、地域住民が交流する
機会づくりを行うなどの小地域福祉活動に取り組
まれています。
　また、介護予防の拠点として、生き生き百歳体
操や認知症予防の脳トレなどを行うサロンの開催
もされています。地域に定期的に通うことが
できる場所があることで、地域の住民同士のつな
がりが生まれています。
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あなたも、ボランティア活動に参加してみませんか？

斑鳩町社会福祉協議会登録ボランティア一覧 →

▲手話サークル鳩の会（手話通訳ボランティア） ▲斑鳩草笛（広報紙等の音訳ボランティア）

ボランティア活動保険に加入しましょう
ボランティア活動中の万が一に備えて、ボランティア活動保険をご活用ください。
保険加入は社会福祉協議会窓口で受付けています。
保  険  料　　　基本プラン 350円　天災・地震補償プラン 500円（ひとりあたり）
補償期間　　　４月１日から３月３１日（１年間の年度ごとの保険です）
                         ・年度の途中でも加入できますが、保険料は一律です。
                         ・途中加入の場合、お申込みいただいた日の翌日から３月３１日までの補償期間となります。

主な補償内容　 ケガの補償（活動場所へ向かう途中や活動中に転んでけがをした　等）
　　　　　　　 賠償責任の補償　活動中、誤って他人の物を壊してしまった　等

福祉人材バンクをご利用ください

人材バンクに登録されている活動一覧→

　ボランティアは、年齢や性別を問わず、誰でも取り組むことができます。
　自分の生活の中からできることを見つけて、あなたも参加してみませんか。
社会福祉協議会では、斑鳩町で活動するさまざまなボランティアグループに活動登録をいただいて
います。
　「ボランティア活動に参加してみたい」「どんなボランティアがあるのかを知りたい」「活動のすす
め方について相談したい」といった方は、社協までご相談ください。

　社会福祉協議会では、いろいろな特技や趣味を活かしたボランティアの方々に、福祉人材バンク
にご登録いただき、地域の行事や学習会などでご協力をいただいています。
　また、登録者も随時募集しています。「自分の力を地域で活かしてみたい」という方は、ぜひとも
福祉人材バンクにご登録ください。

・まずは、社会福祉協議会まで、お問い合わせ下さい。
社会福祉協議会から登録者（ボランティア）を紹介します。原則、登録者と利用者で、開催日時  
  や場所、実施内容を打合せしてください。
・福祉人材バンクは無料でご利用いただけますが、交通費・材料費等の実費は利用者がご負担くだ
  さい。
・登録者はボランティアのため、日程等の都合が合わない場合があります。

福祉人材バンクの利用方法
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１０月１日から
 赤い羽根共同募金
 運動が
 始まります

「赤十字運動」に
あたたかいご支援を
ありがとう
ございました！

つながりワーカー養成講座を実施しました
　斑鳩町社会福祉協議会では、今年度、中央共同募金会の助成を受け、つながりワー
カー養成講座を実施しています。
　この講座は、地域で孤立している人や孤独な人に「気づき」、「つながり」、「つな
げる」、「見守る」人材を養成することを目的とした約９０分の研修プログラムとなっ
ています。
　社会福祉協議会の出前講座として実施していますので、地域の研修会等で積極的
にご利用いただければと思います。

　赤い羽根共同募金は誰もが住み慣れた地域
で安心して暮らすことができるよう、さまざ
まな地域福祉の課題解決に取り組む団体を応
援するための募金です。
　みなさまからの寄附金は、町内のボランティ
ア活動の支援、高齢者の生きがいづくり、子
どもたちを対象とした福祉教育活動等に活用
させていただくとともに、県内の福祉団体や
福祉施設に分配され、地域福祉の推進に役立
てられます。

　令和６年５月から実施しました、日赤募金
には 1,419,433 円のご寄附がありました。（令
和６年７月末時点）みなさまからの大切な募
金は、日本赤十字社を通して、復興支援や災
害救護・赤十字ボランティアの育成・青少年
の育成支援など、様々な活動に役立てられま
す。
　今後も赤十字活動にご理解とご支援をよろ
しくお願い申し上げます。
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　まごころドライブ（フードドライブ）は、家庭で使われずに眠っている食料品や生活用品を持
ちより、必要な人に届ける取り組みです。ご提供いただいた物資は、町内の困りごとを抱えてい
る子育て世帯の支援等に活用します。みなさまのご協力をお願いします。

　令和６年５月に実施した「まごころドライブ」には、１２名の方から、１２０㎏の支援物資を
提供いただきました。みなさまのご協力ありがとうございました。

　生活面の不安や心配事の解消に向けたお手伝いをします。仕事や収入、体調などに不安の
ある方や、そのご家族、お知り合いなど、ご本人以外の相談も可能です。

　「みんなの居場所」は誰でも気軽に立ち寄ることができて、悩みや不安などいろいろな困り
ごとなどを話すことができる場所です。お困りのことはなんでもお話しいただいて結構です。

まごころドライブで集まった物資をお困りの子育て世帯の方へ提供します！

米・飲料・レトルト食品・インスタント食品・即席めん・缶詰・乾物・菓子・生活用品

・食品は、未開封・破損がなく、常温保存が可能、賞味期限が令和６年11月１日以降のもの。
・米は、収穫から３年以内のもの。
・生活用品は、未開封・未使用であり、破損や汚れがないもの。
※ご提供をお願いしたい物資については、在庫の状況により、受入を停止する場合もあります。

お申し込みは右のQRコードからお願いします。 ※受付期間 10月１日（火）から10月11日（金）

ご提供をお願いしたい物資

みんなの居場所

社会福祉協議会は福祉の総合相談窓口です！！
～ひとりで悩まず、まずは誰かに話してみませんか？～

■ 受付時間　月～金曜日（祝日・年末年始は除く）
　　　　　　午前９時～午後５時
■ 場　　所　生き生きプラザ斑鳩　社会福祉協議会
　　　　　　※来所することが困難な場合は、訪問させていただきます。

■ 日　時　令和６年10月3日（木）午後2時～4時
■ 場　所　生き生きプラザ斑鳩　会議室2
■ 対　象　斑鳩町在住の方
■ 費　用　無料

　「もったいない」を「ありがとう」へ

ご協力をお願いします

ご家庭で余っている食料品や
生活用品などはありませんか？

受付期間　９月９日（月）から９月３０日（月）まで

社協の職員
が相談をお
受けしてい
ます。
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斑鳩町法隆寺1-7-23斑鳩町法隆寺1-7-23
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会
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、
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者
や
障
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の
あ
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方
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加
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。
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れ
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③
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間
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後
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※

年
末
年
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※
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時
間
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）
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往
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３
０
０
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以
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〈
利
用
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申
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日
の
２
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前
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月
前
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に
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窓
口
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申
し
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だ
さ
い
。

　
安
心
カ
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、
か
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つ
け
の
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情
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情
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シ
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入
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付
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は
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窓
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で
行
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す
。
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内
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ま
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で
こ
の
カ
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さ
れ
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す
。
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シ
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車
椅
子
昇
降
用
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ト
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マ
イ
ク
ロ
バ
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を

　
　
　
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

安
心
カ
プ
セ
ル
を

　
ご
活
用
く
だ
さ
い
！▲ 配布している

　 安心カプセルと
　 緊急情報シート
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一般会費　１口　500円　　賛助会費　１口　5,000円
会費は以下のとおり活用しています
　一般会費　　●小地域福祉活動の推進　●福祉教育の推進　●ボランティア活動の推進
　賛助会費　　●社協運営費の一部

社会福祉協議会会員にご加入をお願いします
～あなたの会費が地域を支えます～

令和５年度の会費については、一般会費897口・賛助会費54口のご協力をいただきました。
皆様ご協力ありがとうございました。

再生紙を使用しています この社協だよりは共同募金の配分金により作成しています

〒636－0142 生駒郡斑鳩町小𠮷田1－12－35　

（電話）０７４５－７４－５１２２
（FAX）０７４５－７４－５０１１

社会福祉法人

斑鳩町社会福祉協議会
本会が実施しているサービスへの
ご意見等の受付について

総務係 安井 まで
【担当】

～いきいき体験教室～

「季節を贈る絵手紙」

次回のいかるが社協だよりは 令和7年1月に発行します

善意銀行へのご協力をお願いします
　お預かりしたご寄附は、寄附者のご意思に基づき、ボランティア活動の推進、高齢者・障害者
福祉の充実など、斑鳩町の福祉増進のために活用させていただきます。みなさんの善意をお待ち
しています。

《日　　　時》　令和６年１０月３０日（水）　午前１０時～午前１１時３０分
《開催場所》　生き生きプラザ斑鳩（斑鳩町総合保健福祉会館）
《定　　   員》　１０名（先着順。定員になり次第、受付を締め切ります。）
《対  象  者》　町内在住の６０歳以上の方
《費　　　用》　１，２００円
《申込締切日》　令和６年９月３０日（月）
《申込方法》　社会福祉協議会までお申込みください。　ＴＥＬ：0745-74-5122

　斑鳩町社協では地域福祉の推進を図っていくため「住民会員制度」を設
けています。
　社協の活動にご賛同いただくとともに、資金面からサポートしていただ
くことにより、さまざまな福祉活動を推進するための大切な資金になって
います。活動に参加できなくても、会費を納めていただくことで、地域福
祉を推進する大きな支えになります。皆さまのご理解のもと、多くのご協
力をいただきますようお願い申し上げます。


